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拠点「5005」は、
ろう者が生活し
やすい空間とし
て、数々の工夫
を設計に盛り込
んだ空間だ。ろ
う 者 の 自 宅 へ
のリサーチを重
ね、得られた知
見をまとめた冊
子も作成した

2025年11月、東京でのデフリンピックに合わせて手話・ろう文化領域の国際交流イベントを開催した

活動エリア
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「わたし」が安心して自分の形を発見し、視覚言語や身体感覚からなる表現
文化を育み、共創の在り方を実験・実践できるホーム（ラボラトリー）をつくる

住まい活動助成

団体設立経緯
　一般社団法人oooは、ろう者・
難聴者・CODA（ろう者の親を持つ
聴者）が主体となり、視覚言語（日
本手話）を起点とした創発の場を
つくることを目的に設立された非営
利法人です。2023年11月、手話に
関わるさまざまな人が集い、自分
たちの身体・言語・芸術文化を探
索できる拠点「5005（ごーまるま
るごー）」を東京・西日暮里に開設。
手話と出会いの文化センターであ
る同拠点を核に、東京都およびアー
ツカウンシル東京との共催事業「め

とてラボ」としてデフスペースリサー
チ、アーカイブプロジェクトなど生
活文化にひもづく文化プログラム
や、出会いの試行錯誤をするプロ
ジェクトなどを展開。感覚の異なる
人々が出会い、共に表現と文化を
生み出すコミュニティの形成を目指
しています。

活動概要と活動対象範囲
　「わたしを起点に、新たな関わり
の回路と表現を生み出す」をコンセ
プトに、文化拠点5005を拠点とし
た定期開放日の運営、ろう者の家
庭のホームビデオを起点とした生
活文化・言語の記録・共有「アー
カイブプロジェクト」などを展開し
ています。さらに、ろう者の身体
感覚や言語環境を活かした空間設
計の探求「デフスペースリサーチ」
や、視覚言語のコミュニケーション
と音声書記言語の翻訳について考
える「つなぐラボ」、視覚言語や手
話表現力を探求する体験型展示・
スタディシリーズ「イマジナリー」と
いった、視覚身体言語の探求やコ
ミュニティ起点の生活文化の発見
と創発に取り組んでいます。
　活動対象は、ろう者、難聴者、
CODAのほか、手話や視覚言語に
関心を持つ聴者、地域住民、アー
ト関係者など幅広い層にわたり、
出会いの中から新たな創発や実験
をつくりだしていくことを大切にし
ています。

活動に至った理由や背景
　日本手話は消滅危機言語とも言
われており、ろう者の生活文化や
言語を記録・継承する場が圧倒的
に不足しています。また「デフス
ペース」（ろう者の身体感覚を起
点に設計された空間）の概念は、
建 築・福祉分野においてまだ十
分に普及していません。

　こうした状況を踏まえ、oooは
自然な文化を耕すことと、「ろう者
が自分らしくいられるホームをつく
る」という理念の下、5005をつくり
ました。手話を媒介に、異なる身
体性や感覚を持つ人々がつながり、
新たな表現と文化を生み出す仕組
みづくりが本事業の出発点です。

活動内容と成果
① デフスペースリサーチ
　「デフスペース」とは、手話という
言語からなる身体感覚の共有や身
体性の広がりを基にした、ろう者
が過ごしやすく設計された空間の
ことです。5005自体がこの思想を
体現した場として設計されており、
スイッチで人を呼べる照明の設計
や、レールで照明自体を移動する、
カーテンで仕切りをつくる、ドア
越しでも手話が見えるようガラス窓
を設けるといった工夫など、視覚

的コミュニケーションを最大化する
ためのアイデアが随所に散りばめ
られています。
　本事業ではこれまでに3カ所の
ろう者の自宅に取材に行き、照明
の明滅で人を呼ぶ、灯りが見える
ように壁に隙間をつくる、照明を
移動できるようにするといった日常
の工夫を発見・収集してきました。
5005の空間設計にもこれらの知見
を反映しています。
　昨年度の活動の中での課題とし
て「ろう者の感覚や文化を、聴者
の建築関係者にどう伝えたらよい
か分からない」という声が寄せられ
ました。この課題を受け、今年度
は専門的な知識がなくても参加で
きる「コラージュ制作ワークショッ
プ」を実施しました（25年7月、参
加者6名）。参加者が自分の暮らし
の中にある「デフスペース的な工
夫」を雑誌や写真の切り貼りで可
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8月、親子向けの手話絵本読み聞かせ会を開催

2025年11月、国内外から手話・ろう文化領域の団体を招き、それぞれの取り組みを紹介した

可能性を探る夜となりました。さら
にフランスの文化政策と美術館ア
クセシビリティをテーマにした講演
会（11月27日、国際手話通訳付き、
30名定員）も開催しました。
　こうした一連の国際交流プログ
ラムを通じ、5005が国籍・言語を
問わず「ろう者・手話話者が自分
らしくいられるホーム」であること
を共有することができ、国際ネット
ワークとの接続にもつながっていき
ました。これらの取り組みは英語
での広報・情報発信の必要性とい
う新たな課題も提示し、コミュニ
ケーションツールの多言語化に向
けた取り組みを開始するきっかけと
なりました。
③ 手話での絵本読み聞かせと、子
ども・家族の居場所づくり
　oooメンバーの家族に赤ちゃん
が計7人生まれたことをきっかけ
に、子どもや家族がろう文化・手話
に親しめる「居場所事業」が本年度
から本格始動しました。

【5005×しゅわえもん　絵本の読み
聞かせ（8月10日、無料）】絵本の読
み聞かせのプロ、NPO法人しゅわ
えもんとの共同企画として、親子向
けの手話絵本読み聞かせを5005
にて実施しました。ろうの子どもた
ちにとって手話は「わかる言語」で
ありながら、手話で絵本を読んで
もらえる場所は多くありません。特
に絵本の読み聞かせは視覚的な表
現の豊かさが広がる手話と相性が
非常によく、子どもたちの語彙世
界を広げ、自ら表現を探求できる
ようになっていくための大切な活
動です。
　当日はキッズスペースの床に親子
が並んで座り、全身で手話の表現
を受け取る子どもたちの姿が印象
的でした。キッズスペースの整備も
進め、ろう者の保育スタッフとの連
携体制を構築しました。育児中の参

加者が安心してイベントや学習に参
加できる環境を整えたことで、26
年2月の別企画では当日の参加者か
らの要望があり急遽子ども同伴を
受け入れ、保育スタッフ1名を確保
するという対応を実現しました。

【こどもカラダプロジェクト】NPO
法人からだフシギとの協力の下、
手話でカラダの不思議に触れるプ
ログラム開発を進めました。手話
を通じて痛みや感覚の伝え方を
学び、自分の身体状況をより深く
理解できる環境づくりを目指して
います。

【パパ会】子どもとの関わり方や手
話・言語の育み方について相談し
合うパパ会も立ち上がりました。
先輩パパに直接相談できる場とし
て、手話と子育てをめぐるロールモ
デルが少しずつ生まれています。

課題と解決方策
【安心・安全な場づくりと利用ガイ

ドラインの 整 備】5005定期開放
日の実施に伴い、宗教やビジネス
勧誘といった問題が発生しました。
これを受け、5005での場の活用に
関する利用ガイドラインを作成し、
参加前に必ず目を通していただく
体制を整えました。今後も場の安
全を守りながら、より多くの人に開
いていく方法を模索します。

【コミュニケーションの壁と出会い
の環境構築】手話が言語である分、
手話を知らない人や関心のない方
にとって入りにくい場になっている

現状があります。5005では初期か
らボードゲームを2カ月に1回実施し
ており、遊びを通じてコミュニケー
ションの壁を越える手法を継続的
に探求しています。デフリンピック
を契機に英語での広報・情報発信
の必要性も明確になり、多言語化
の取り組みを進めます。

【子育て世代への配慮と言語権の
課題】育児中の参加者が安心して学
べる環境整備の継続として、ろう
の子どもの言語権や情報保障に関
する社会的な課題に対して、ネット
ワークの設計とコミュニティを起点
とした柔軟な解を探し続けること
ができたらと考えています。

今後の予定
　26年度以降も5005を核とした
文化拠点の運営に取り組み、生活
文化への理解や国際連携を深めて
いく予定です。生活文化を起点と
した、収集映像の権利整理と公開
プラットフォームの設計、地域の財
産として広く共有できる仕組みを構
築できたらと願っています。
　デフスペースについては建築・イ
ンテリア分野の専門家との連携を
強化し実際の住環境改善へつなげ
ることを視野に入れ、本事業にて
制作したデフスペースに関する冊子
をより多くの方々へと届けていくこ
とを目指しています。5005を中心
に、手話と出会いの文化創造の発
信拠点としての役割を一層高める
べく、活動を重ねていきます。
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私たちは西日暮里の「手話と出会いの文化センター 5005」にて、手話での哲学対
話や読み聞かせ、家族相談会、デフスペースのリサーチなど、コミュニティ活動を
通して文化のアーカイブや耕していく方法を考えています。

視化し、「自宅のデフスペースはあ
るが掃除しにくい部分がある」とい
う発言に「こうしてみたら？」と別の
参加者がアイデアを返すなど、普段
は話しにくい住まいの知恵を共有し
合う豊かな対話が生まれました。ゲ
ストである和田令子氏（「みんなで
楽しめる家」の家主）も参加し、生
活の実践知を共有しました。
　2025年度は追加で4件の家への
取材を進めつつ、高齢者施設や子
ども向けスペースへの展開を視野
に入れた実践を冊子としてまとめる
ことを目標として制作に取り組んで
きました。これまでの取材を基に、
内容の整理や細かなポイントの書

き出し、具体化を進め、配布可能
な冊子を作成いたしました。将来
的にはこの成果を建築・インテリ
ア専門家と共有し、ろう者が自分
らしく暮らせる住環境の普及へと
つなげていく予定です。
② 東京デフリンピックでの国際交
流の拠点
　25年秋、東京でデフリンピック

（ろう者の国際スポーツ大会）が開
催されました。日本でのデフリン
ピック開催は歴史的な機会であり、
5005はこの期間に合わせて国内外
のろう者が自然に立ち寄れる場とし
て機能することを目指しました。
　デフリンピック開幕前の同年9月

には、ベルリン在住のアンドレア
ス・コスタウさんを招き「なぜ私た
ちはTaub（ろう者）であることを誇
りに思うのか」をテーマとした国際
イベントを5005にて開催しました。
ドイツでは「Taub」を大文字のTで
書くことでろう者としてのアイデン
ティティと文化への誇りを示すとい
う文化的背景が紹介され、教育や
スポーツの場でろう者自身がロー
ルモデルとして見えることの重要性
について、幅広い参加者と深くディ
スカッションし、世界各国の手話
話者・ろう者のアイデンティティや
コミュニティのあり方に触れました。
　デフリンピック開催期間中（11
月15日〜26日）は「特別開放ウィー
ク」を実施し、ろう者向け書籍・グッ
ズの委託販売コーナーも設置。期
間中のオープンデーには競技観
戦のために来日した海外のろう者
が多数来場し、国際手話を介し
て参加者同士が自然につながる、
活気に満ちた国際交流の場となり
ました。
　交流イベントの一環として、オラ
ンダ・アムステルダムのデフコミュ
ニティスペースからボードゲーム
チーム「Deafmeeples」が5005を
訪問し、国際手話で楽しめるゲー
ムナイトを開催（11月28日、無料、
参加者複数国）。また、スウェー
デン、米国、韓国、日本各国の手
話・ろう文化領域の団体が登壇す
る「Deaf & Sign-led Pitch Night」
も実施しました。モーションキャ
プチャーで手話をデジタル表現に
拡張するTeckenbro AB（スウェー
デン）、ろう者向け観光情報プラッ
トフォームDeafNuri（韓国）、オン
ライン手話学習Signs I/O（日本）、
政策提言データを発信するGlobal 
Deaf Research Institute（米国）が
登壇し、世界中からの参加者とと
もに国際的なコラボレーションの


